
■
そ
の
６
・
瀬
谷
区
阿
久
和
地
区

１

阿
久
和
地
区
の
概
要
―
ゆ
る
や
か
な
開

発
の
進
ん
だ
住
宅
地

　
阿
久
和
地
区
は
瀬
谷
区
の
南
東
に
位
置
し
、
旭
区

泉
区
に
接
し
た
地
区
で
、
三
ツ
境
、
二
ツ
橋
町
の
一

部
、
宮
沢
町
、
阿
久
和
町
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
阿
久
和
地
区
は
次
の
よ
う
な
特
徴
的
な
エ
リ

ア
に
分
か
れ
る
。
三
ツ
境
、
ニ
ツ
橋
町
は
、
三
ツ
境

駅
、
瀬
谷
区
役
所
、
瀬
谷
警
察
署
な
ど
が
位
置
す
る

区
の
中
心
部
で
あ
り
昭
和
三
十
年
代
か
ら
市
営
三
ツ

境
住
宅
の
建
設
や
民
間
開
発
な
ど
が
始
ま
り
、
商
業
、

住
宅
の
混
在
し
た
地
域
で
あ
る
。
阿
久
和
北
部
は
、

昭
和
四
十
年
代
か
ら
大
小
の
民
間
開
発
が
行
わ
れ
、

新
旧
住
民
の
混
在
し
た
住
宅
地
で
あ
り
、
宮
沢
町
は

や
は
り
四
十
年
代
に
開
発
が
進
行
し
た
住
宅
地
で
あ

る
が
、
和
泉
川
沿
い
に
樹
林
や
農
地
が
多
く
残
っ
て

い
る
。
阿
久
和
南
部
は
、
五
十
年
代
後
半
に
、
県
営

阿
久
和
団
地
の
建
設
が
行
わ
れ
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

農
地
や
山
林
な
ど
の
緑
が
多
く
、
半
分
以
上
は
市
街

化
調
整
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
わ
ば
、
地
区
全
体
は
、
三
ツ
境
駅
周
辺
か
ら
南

部
へ
順
次
ゆ
る
や
か
な
開
発
が
進
ん
だ
住
宅
地
で
あ

り
、
民
間
の
宅
地
開
発
に
よ
る
整
っ
た
住
宅
地
も
あ

る
が
、
ミ
ニ
開
発
の
戸
建
て
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
が
雑
然
と
し
た
町
並
み
を
形
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
ま
た
、
農
業
、
造
園
業
も
多

く
、
酪
農
が
い
ま
だ
に
営
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

主
な
地
域
施
設
（
平
成
五
年
六
～
九
月
調
査
時

点
）
旧
四
点
セ
ッ
ト
：
ニ
ッ
橋
在
宅
支
援
セ

ン
タ
ー
、
瀬
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
（
地
区
外
）
、

瀬
谷
中
央
公
園
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
地
区
外
・

調
査
中
に
開
園
）
、
い
ず
み
台
公
園
こ
ど
も
ロ

グ
ハ
ウ
ス
（
地
区
外
）
、
下
瀬
谷
小
学
校
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
地
区
外
）

公
共
施
設
一
瀬
谷
区
役
所
、
公
会
堂

教
育
施
設
一
小
学
校
（
三
ツ
境
、
原
、
阿
久
和
）

　
中
学
校
（
原
）

公
園
‥
長
屋
門
公
園

町
内
会
館
：
谷
戸
自
治
会
館
等
二
十
一
の
会
館

　
（
整
備
率
三
八
％
）

建
設
予
定

　
阿
久
和
南
部
、
新
幹
線
南
側
に
、
地
区
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

建
設
予
定
。
ま
た
、
原
中
学
校
の
近
く
に
市
営

住
宅
が
建
設
中
で
こ
こ
の
集
会
所
は
地
域
開
放

の
予
定
。

る
。
　
地
区
の
交
通
網
は
瀬
谷
区
の
縦
軸
と
な
る
県
道
瀬

谷
柏
尾
線
と
県
道
阿
久
和
鎌
倉
線
が
縦
断
し
て
お
り
、

横
軸
は
新
幹
線
に
平
行
し
て
県
道
鴨
居
上
飯
田
線
が

と
お
っ
て
い
る
。
最
寄
り
駅
は
、
三
ッ
境
、
宮
沢
町
、

阿
久
和
北
部
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、
バ
ス
等
で
相
鉄

線
三
ッ
境
を
、
阿
久
和
南
部
の
県
営
阿
久
和
団
地
で

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

図―１　地域施設分布図は
バ
ス
で
相
鉄
線
い
ず
み
野
駅
を
利
用
し
て
い
る
。

　
　
人
口
は
四
万
一
千
五
百
三
十
六
人
、
世
帯
数
一

万
四
千
二
百
三
十
九
世
帯
（
い
ず
れ
も
平
成
四
年
度
）

で
あ
る
。
昭
和
六
十
三
年
と
比
べ
る
と
、
人
口
、
世

帯
数
と
も
増
え
続
け
て
い
る
。
（
二
十
一
頁
の
表
参

照
）
高
齢
化
率
は
、
七
・
八
％
で
あ
る
。

１
―
阿
久
和
地
区
の
概
要

２
―
地
域
の
課
題

３
―
住
民
組
織
・
住
民
活
動
の
特
徴

４
―
地
域
活
動
と
施
設
ニ
ー
ズ

５
―
住
民
と
区
役
所
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２
一
地
域
の
課
題

①
―
交
通
問
題

　
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
た
の
は
交
通
問
題
で
あ
る
。

交
通
量
が
多
い
割
に
道
路
が
狭
い
。
騒
音
、
振
動
問

題
、
東
西
へ
の
動
線
が
な
い
、
な
ど
で
あ
る
。

②
―
ご
み
の
不
法
投
棄

　
南
部
の
調
整
区
域
で
は
雑
木
林
、
河
川
敷
へ
の
冷

蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
の
大
型
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
み

ら
れ
、
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

③
―
市
民
利
用
施
設
の
不
足

　
自
治
会
・
町
内
会
館
の
整
備
率
は
三
八
％
と
六
地

区
の
中
で
最
も
低
い
。
こ
の
地
区
は
、
ま
と
ま
っ
た

公
共
用
地
が
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
市
民
利
用
施

設
の
整
備
も
遅
れ
て
い
る
。

④
―
大
型
店
進
出
に
伴
う
商
店
街
の
営
業
問
題

　
三
ッ
境
周
辺
に
大
型
店
が
進
出
し
、
小
売
店
の
営

業
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

３
－
住
民
組
織
、
住
民
活
動
の
特
徴

①
―
町
内
会
・
自
治
会
の
性
格
―
世
代
交
代
し
た
地

　
元
住
民
と
新
住
民
か
ら
構
成

　
ほ
ぼ
阿
久
和
南
北
、
三
ツ
境
、
宮
沢
の
四
連
合
自

治
会
（
ニ
ツ
橋
町
の
一
部
は
瀬
谷
第
四
地
区
連
合
自

治
会
の
エ
リ
ア
で
あ
る
）
か
ら
な
り
、
四
連
合
は
そ

れ
ぞ
れ
十
一
、
十
四
、
十
、
二
十
一
計
五
十
六
の
単

位
自
治
会
か
ら
な
る
。
加
入
率
は
九
割
程
度
。
連
合

町
内
会
長
は
、
五
十
代
と
六
十
代
の
男
性
四
人
。
そ

の
う
ち
二
人
は
何
代
も
続
く
地
元
農
家
の
出
身
、
他

の
二
人
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
居
し
た
市
民
で
、

定
年
退
職
し
た
元
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
在
職
年
数
は
八

年
か
ら
十
数
年
で
、
西
区
藤
棚
地
区
と
比
べ
る
と
か

な
り
新
し
い
。

　
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
自
治
会
に
加
入
し
な

い
と
こ
ろ
や
役
員
の
な
り
手
が
な
く
、
く
じ
引
き
の

と
こ
ろ
、
交
替
制
の
と
こ
ろ
な
ど
も
あ
る
。
し
か
し
、

反
面
、
昭
和
四
十
年
代
に
開
発
さ
れ
た
あ
る
分
譲
地

の
町
内
会
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
一
斉
に
退
職
し

た
た
め
、
男
性
を
中
心
と
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
、
親
睦
的
な
動
き
が
活
発
化
し
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
町
内
会
に
は
多
様
な
動
き
が
見

ら
れ
る
。

　
連
合
自
治
会
と
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
関
係

で
は
、
阿
久
和
南
北
で
は
会
長
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、

予
算
も
合
体
し
、
老
人
給
食
活
動
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど

動
き
も
柔
軟
で
活
発
だ
が
、
他
の
二
地
区
は
別
々
で

あ
る
た
め
か
（
こ
れ
は
行
政
指
導
）
、
動
き
に
く
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
―
自
主
的
な
活
動
グ
ル
ー
プ

ア
た
ま
り
場
活
動

　
保
健
・
福
祉
系
で
は
、
阿
久
和
南
部
の
「
ど
ん
ぐ

り
の
会
」
が
特
徴
的
で
あ
る
。
妊
婦
、
子
育
て
期
の

母
親
、
痴
呆
性
の
高
齢
者
、
心
を
病
ん
で
い
る
人
達
の

「
た
ま
り
場
」
を
月
一
回
開
い
て
い
る
。
区
の
福
祉
課

の
働
き
か
け
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
、
保
健
所
と
Ｎ
さ
ん
（
雇
用
促
進
事
業
団
阿

久
和
住
宅
の
自
治
会
婦
人
部
長
、
保
健
指
導
員
、
も

と
民
生
委
員
で
も
あ
る
）
の
協
力
で
九
年
続
い
て
い

る
。
Ｎ
さ
ん
は
、
九
州
の
炭
鉱
閉
山
に
よ
り
四
十
三

歳
で
横
浜
の
雇
用
促
進
事
業
団
の
阿
久
和
住
宅
に
入

居
し
た
。
炭
鉱
時
代
の
相
互
扶
助
は
、
横
浜
で
の
民

生
委
員
の
働
き
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
団
地
に
ラ
オ
ス
難
民
を
受
け
入
れ
た
経
験

な
ど
が
現
在
の
活
動
に
い
か
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
活
動
は
団
地
の
集
会
所
を
利
用
し
、
室
内
で

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
人
形
劇
と
豚
汁
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
月
一
回
の
ベ
ー
ス
で
子
供
や
老
人
の
喜
ぶ
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
す
る
。
Ｎ
さ
ん
の
手
先
の
器
用
さ
が
も
の

を
い
う
。
阿
久
和
北
部
で
も
、
谷
戸
自
治
会
館
で
デ

イ
ケ
ア
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
年
齢
、
障
害
を

問
わ
ず
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域

デ
イ
ケ
ア
は
、
区
内
に
八
ヵ
所
あ
り
、
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
在
宅
福
祉
活
動
費
で
行
わ
れ
て
い
る
瀬
谷

独
自
の
活
動
で
あ
る
。
ま
た
、
老
人
給
食
会
も
地
区

社
協
を
中
心
に
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
阿
久
和
南
北
の
合
同

の
老
人
給
食
会
は
、
民
生
委
員
の
み
が
携
わ
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
ニ
カ
月
に
一
度
、
百
人
以
上
の
参

加
者
（
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
昼
間
ひ
と
り
暮
ら
し

も
含
む
）
が
あ
る
。

イ
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　
こ
の
地
区
に
も
子
育
て
グ
ル
ー
プ
が
四
つ
あ
る
が
、

「
ポ
コ
ア
ポ
コ
」
（
少
し
ず
つ
と
い
う
意
味
）
は
、
あ

る
母
親
が
知
り
合
い
が
い
な
い
た
め
、
保
健
所
に
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
自
主
的
な
会
で
あ

る
。
当
初
、
０
歳
児
か
ら
四
歳
児
ま
で
の
子
ど
も
の

母
親
が
集
ま
り
、
月
二
回
午
前
中
活
動
し
て
い
る
十

人
程
度
の
会
で
あ
っ
た
が
、
三
年
目
を
迎
え
た
現
在

で
は
、
三
十
八
人
の
大
所
帯
と
な
っ
た
。
最
近
の
マ

ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
の
建
設
で
幼
い
子
供
が
増
え
、

保
健
婦
か
ら
の
紹
介
で
参
加
者
が
増
え
た
と
い
う
。

母
親
た
ち
に
と
っ
て
は
、
し
つ
け
の
悩
み
な
ど
相
談

相
手
が
で
き
る
こ
と
で
、
育
児
の
孤
立
感
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
で
き
る
。
ま
た
、
子
供
に
は
友
達
が
で
き

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

区
役
所
関
係
：
瀬
区
役
所
区
政
推
進
課
、
市

　
民
課
、
保
健
所
保
健
婦
、
建
築
課

　
：
自
治
会
・
町
内
会
関
係
：
阿
久
和
南
北
、

　
宮
沢
、
三
ッ
境
の
四
地
区
の
連
合
町
内
会

　
長
各
種
の
地
域
活
動
：
民
生
委
員
兼
精
神
作
業

　
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
阿
久
和
団
地
自
治
会

　
副
会
長
兼
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
兼
谷

　
戸
シ
ル
バ
ー
、
野
鳥
の
会
会
員
兼
瀬
谷
区

　
歴
史
を
知
る
会
兼
区
民
会
議
運
営
委
員
、

　
町
内
会
婦
人
部
（
農
協
婦
人
部
）
兼
こ
の

　
は
塾
会
員
、
自
治
会
婦
人
部
長
兼
民
生
委

　
員
兼
地
域
作
業
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
的
活
動
：
野
鳥
の
会
会
員
兼
長
屋
門
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
ポ
コ
ア

　
ポ
コ
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
玉
手
箱
、

　
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
瀬
谷
区
地
区
連
絡
会
、
学
習
グ
ル
ー
プ
く

　
わ
の
実
学
級
、
ど
ん
ぐ
り
の
会
（
地
域
デ

　
イ
ケ
ア
）

施
設
関
連
：
ニ
ッ
橋
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ

　
ン
タ
ー
、
長
屋
門
公
園
自
然
体
験
ゾ
ー
ン

　
事
務
局
長
（
民
生
委
員
、
き
さ
ら
ぎ
会
、

　
春
秋
会
、
こ
の
は
塾
、
神
奈
川
女
性
会
議
、

　
瀬
谷
区
民
会
議
副
代
表
）
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る
、
と
言
う
こ
と
で
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
は
、

こ
の
地
区
に
と
っ
て
も
か
な
り
高
い
。

　
活
動
場
所
は
阿
久
和
第
２
公
園
、
谷
戸
自
治
会
館
、

消
防
署
の
体
育
館
な
ど
で
あ
る
が
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
所
、
母
親
だ
け
が
落
ち
着
い
て
集
ま
れ
る
と
こ

ろ
が
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
資
金
面
は
、
会
費
二
百
円
、
区
の
社
会
教
育
係
か

ら
十
万
円
の
運
営
委
託
費
、
区
の
社
協
の
助
成
金
な

ど
計
十
七
万
円
で
活
動
し
て
い
る
。
保
健
所
の
「
養

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
事
業
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
研
修

を
う
け
た
り
、
保
健
婦
さ
ん
の
歯
磨
き
指
導
な
ど
、

保
健
所
と
の
か
か
わ
り
は
強
い
。

ウ
生
涯
学
習
の
グ
ル
ー
プ
「
き
さ
ら
ぎ
会
」
が
母
体

　
と
な
っ
て
様
々
の
学
習
グ
ル
ー
プ
が

　
中
学
校
区
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
グ
ル
ー
プ
が
母
体

と
な
っ
た
「
き
さ
ら
ぎ
会
」
が
十
五
年
続
い
て
い
る
。

こ
の
会
は
、
現
在
長
屋
門
の
自
然
体
験
ゾ
ー
ン
の
事

務
局
長
で
あ
る
Ｓ
さ
ん
を
初
め
と
し
て
当
時
の
女
性

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
始
め
た
も
の
で
、
発
足
当
初
は
区
民

が
学
習
す
る
機
会
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
座

を
設
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
講
座
の
受
講
者
を

中
心
に
新
た
な
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
し
、
さ
ら
に
学

習
機
会
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

　
女
性
問
題
、
教
育
問
題
、
自
治
の
問
題
、
環
境
の

問
題
、
高
齢
者
問
題
等
々
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

教
育
問
題
は
「
学
習
グ
ル
ー
プ
く
わ
の
実
学
級
」
、

環
境
は
「
瀬
谷
の
緑
を
育
て
る
会
」
と
し
て
、
活
動

を
続
け
て
い
る
。
高
齢
者
問
題
は
「
春
秋
会
」
が
誕

生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
く
わ
の
実
学
級
は
九
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
当
初

子
供
が
小
・
中
学
生
の
こ
ろ
は
、
登
校
拒
否
、
い
じ

め
な
ど
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
し
て
い
た
が
、
子
供

が
成
人
し
た
現
在
は
、
「
私
の
生
き
方
を
確
か
め
た

い
」
を
テ
ー
マ
に
自
分
た
ち
の
人
生
を
考
え
る
参
考

と
な
る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
「
瀬
谷
の
緑
を
育
て
る
会
」
の
活
動
は
、
自
然
の

大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
区
民
と
と
も
に
、

目
で
肌
で
心
で
共
感
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の

た
め
の
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
主
に
、
活

動
場
所
は
瀬
谷
市
民
の
森
で
、
四
季
折
々
の
自
然
観

察
を
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て

い
る
。
春
は
草
餅
づ
く
り
、
夏
は
隣
接
し
て
い
る
谷

戸
で
の
ホ
タ
ル
を
み
る
会
（
現
在
、
事
情
が
あ
っ
て

ホ
タ
ル
は
飛
ば
ず
）
、
秋
は
か
か
し
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
、
森
の
芸
術
祭
コ
ン
サ
ー
ト
、
冬
は
や
き
い
も

大
会
等
々
。

　
　
「
春
秋
会
」
は
、
平
均
年
齢
七
十
歳
と
い
う
ほ
と

ん
ど
男
性
の
学
習
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
毎
年
テ
ー
マ

を
決
め
、
一
般
区
民
に
も
呼
び
か
け
学
習
を
し
て
き

た
。
が
、
生
涯
学
習
の
委
託
金
が
切
れ
た
現
在
で
は
、

代
表
者
が
も
っ
と
気
楽
な
会
に
と
、
「
お
た
っ
し
や

ク
ラ
ブ
」
と
名
を
改
め
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
く
、
と
い
う
方
向
で
動
き

始
め
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
生
涯
学
級
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、

Ｓ
さ
ん
が
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
Ｓ

さ
ん
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
動
い

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

エ
生
活
ク
ラ
ブ
の
支
援
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

　
生
活
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
活
発
で
あ
る
。
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
に
よ
り
借
り
上
げ
ら
れ
た
三
ツ
境

商
店
街
の
ビ
ル
の
一
角
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
玉
手
箱
」
、
仕
出
し
弁
当
屋
「
も
も
の
木
」
が
営
業

し
、
奥
の
事
務
室
に
は
在
宅
ケ
ア
・
家
事
サ
ー
ビ
ス

「
た
す
け
あ
い
せ
や
」
が
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

く
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
援
助
を
受
け
て
、
自
主
的
な
活

動
が
事
業
体
に
ま
で
発
展
し
た
い
わ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

オ
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
も
活
発

　
瀬
谷
区
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
地
区
連
絡
会
も

発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク

ル
と
は
、
古
紙
、
古
着
の
回
収
を
お
こ
な
い
、
キ
ロ

十
五
円
で
業
者
が
回
収
し
、
細
か
く
手
で
分
け
、
そ

の
三
割
は
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
へ
輸
出
し
、
三
割
は

機
械
を
拭
く
ウ
エ
ス
に
、
三
割
は
反
毛
に
す
る
、
と

い
う
事
業
で
あ
る
。
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
古
着

（
施
設
の
寄
付
は
飽
和
状
態
）
を
生
ご
み
と
一
緒
に

図―２　阿久和地区の活動ネットワーク（長屋門を中心として）

55●



捨
て
な
い
、
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
の
下
に
、

採
算
ペ
ー
ス
に
乗
せ
る
が
、
営
利
目
的
で
は
な
い
事

業
で
あ
る
。
こ
の
活
動
は
市
の
環
境
保
全
基
金
の
助

成
も
受
け
て
い
る
。
回
収
は
年
四
回
、
回
収
場
所
に

は
個
人
の
家
や
町
内
会
館
、
消
防
団
の
詰
め
所
な
ど

が
な
っ
て
い
る
が
、
公
共
の
施
設
を
利
用
さ
せ
て
ほ

し
い
、
と
い
う
要
望
が
あ
る
。

　
そ
の
点
、
長
屋
門
公
園
は
、
常
時
受
付
け
て
い
る

の
で
回
収
率
は
抜
群
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

③
―
住
民
の
相
互
関
係

　
こ
れ
ら
の
自
主
的
活
動
は
、
い
ず
れ
も
四
、
五
十

代
の
女
性
が
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
相
互
に
よ
く
知

り
合
い
で
あ
る
。
自
主
的
活
動
と
共
に
、
民
生
委
員
、

保
健
指
導
員
、
町
内
会
の
婦
人
部
、
子
供
会
活
動
な

ど
の
経
験
も
も
ち
、
あ
る
い
は
同
時
に
行
っ
て
い
る

市
民
が
多
い
の
が
こ
の
地
区
の
特
徴
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
地
区
で
は
、
地
元
農
家
の
旧
住
民
と

昭
和
四
十
年
代
に
入
居
し
た
住
民
層
は
、
地
区
社
協

の
活
動
等
を
通
し
、
相
互
に
協
力
し
あ
い
、
ゆ
る
や

か
な
ま
と
ま
り
を
保
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
地
域
活
動
を
展
開
し
、
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
上
げ
て
来
た
Ｓ
さ
ん
に
は
、
連
合
町
内
会
長
も
一

目
お
き
、
こ
の
地
域
の
運
営
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ

て
い
る
。

４
一
地
域
活
動
と
施
設
ニ
ー
ズ

①
―
主
な
地
域
施
設
の
利
用
状
況

・
自
治
会
館
整
備
率
：
二
十
一
／
五
十
六
で
三
八
％

で
他
の
地
区
と
比
べ
最
も
低
い
。
旧
四
点
セ
ッ
ト
は
、

ニ
ツ
橋
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
み
で
あ
る
。

・
自
治
会
館
―
ど
こ
も
フ
ル
回
転
で
利
用
さ
れ
て
お

り
、
他
地
区
に
も
貸
し
出
し
て
い
る
。
と
く
に
谷
戸

自
治
会
館
は
、
新
し
く
設
備
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

老
人
給
食
会
、
地
域
デ
イ
ケ
ア
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
、

さ
ま
ざ
ま
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
健
康
診
断
の
会
場
な

ど
七
～
八
割
は
埋
ま
っ
て
い
る
。

・
自
治
会
館
以
外
で
は
阿
久
和
南
は
農
協
の
会
議
室
、

消
防
の
詰
め
所
、
地
域
作
業
所
な
ど
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
宮
沢
町
で
は
神
明
神
社
の
神
楽
殿
（
住
民
は

こ
こ
を
「
公
民
館
」
と
呼
び
、
老
人
給
食
も
で
き
る

よ
う
に
改
築
し
た
）
。
三
ツ
境
で
は
、
大
規
模
な
集

会
は
ま
こ
と
幼
稚
園
の
講
堂
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
公
的
な
市
民
利
用
施
設
の
極
め
て
少
な
い
こ
の
地

区
で
は
、
既
存
の
様
々
の
施
設
を
自
ら
改
築
し
活
用

し
て
い
る
。

◆
ニ
ッ
橋
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ー
市
内
で

最
初
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
区
役
所
の

裏
手
の
老
人
憩
い
の
家
の
改
築
計
画
の
あ
る
と
こ
ろ

に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
構
想
が
立
て
ら
れ
た
、
と
い
う

い
き
さ
つ
が
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
市
の
民
生
局

（６～９月）表－１　長屋門の自主事業

か
ら
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
委
託
を
受
け
て

い
る
。

　
建
物
の
構
造
は
、
厨
房
が
狭
く
、
老
人
給
食
に
使

え
な
い
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も
や
り
づ
ら
い
。
ま
た
、

老
人
憩
い
の
家
当
時
の
囲
碁
将
棋
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
は
、
コ
ー
ナ
ー
が
狭
す
ぎ
て
使
い
に
く
い
、
な
ど
、

施
設
全
般
の
使
い
勝
手
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
設
計
の
段
階
で
利
用
者
の
意
見
を

聞
く
必
要
性
が
高
い
よ
う
だ
。

　
運
営
面
で
は
、
予
約
制
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ

と
、
構
造
上
、
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
の
道
具
置
き
場

が
取
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
預
か

り
要
件
と
地
域
二
し
ス
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る

こ
と
、
な
ど
様
々
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
第
一
館
目
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
反
省
点
も
多
い

が
、
運
営
上
の
工
夫
を
行
い
、
地
域
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
は
職
員
の
応
対
は
親
切
で
評
判
が
よ
く
、
老
人
に

と
っ
て
は
気
持
ち
の
上
で
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

・
瀬
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
（
地
区
外
）
は
遠
す
ぎ
て
行

き
づ
ら
い
、
バ
ス
の
便
も
な
い
。

長屋門公園
ティータイム―長屋門公園事務局長

　施設を作るプロセスが大事だ、と思う。利用者や関心のある市民に対し、ど

のような目的の施設か、どのような運営をするのかを説明し、市民の意見を聞

きながら、それを設計に生かして行く、そういう中で市民の施設に対する愛着

も生まれてくる。長屋門公園は、そのようなヒアリングを丁寧にやってできた

施設だ。一方、地区センターの建設委員会は、意見を言っても、実際の施設設

計に生かそうという姿勢よりも、行政側の防衛的な姿勢が目立った。建設委員

会のもち方、役割をもう一度考え直してほしい。
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・
下
瀬
谷
小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

（
地
区
外
）
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
。

・
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
地
区
外
）
に
つ
い
て
は
木

の
ぬ
く
も
り
が
あ
っ
て
よ
い
と
い
う
評
判
と
、
子
供

を
家
に
閉
じ
込
め
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
意
見
の

両
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
か
ら
は
、
泉
区
の
ロ
グ

ハ
ウ
ス
に
行
く
人
の
方
が
多
い
よ
う
だ
。

◆
長
屋
門
公
園
―
地
域
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠

　
点
―

　
こ
の
地
区
の
特
色
を
最
も
良
く
表
し
て
い
る
施
設

で
あ
る
。

　
当
初
、
大
岡
家
の
長
屋
門
の
み
が
残
さ
れ
て
い
た

所
へ
、
泉
区
か
ら
古
民
家
を
移
築
し
、
背
後
に
雑
木

林
や
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
造
り
地
区
公
園
と
し
た
緑

政
局
西
部
公
園
緑
地
事
務
所
管
理
の
施
設
で
あ
る
。

　
こ
の
施
設
は
建
設
の
段
階
か
ら
、
地
域
の
住
民
に

意
見
を
聞
き
、
た
と
え
ば
、
野
鳥
の
た
め
の
街
灯
の

高
さ
、
道
の
つ
け
か
た
な
ど
が
設
計
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
主
民
の
施
設
へ
の
愛
着

を
呼
び
起
こ
し
、
雑
木
林
の
管
理
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
薪
割
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
地
域
住
民
が
運
営
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
地
域
で
長
い
間
活
動
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

だ
Ｓ
さ
ん
が
長
屋
門
公
園
の
事
務
局
長
と
し
て
運
営

を
任
さ
れ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
、
地
域
に
根
づ
い
た

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
文
化
活
動
サ
ー
ク
ル
の
発
表
の
場
で
あ
り
、

文
化
行
事
の
主
催
な
ど
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
地
域
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。
事
務
所
に
は
四
六
時
中
地
域
住
民
が

顔
を
出
し
て
い
る
（
地
区
連
合
町
内
会
長
は
じ
め
、

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
、
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
、

子
育
て
グ
ル
ー
プ
、
老
人
会
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
活
動

者
た
ち
）
。

　
ま
た
、
長
屋
門
と
古
民
家
の
風
景
そ
の
も
の
が
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
ふ
ら
り
と
散
策

に
訪
れ
る
人
も
多
い
。

②
―
施
設
ニ
ー
ズ

・
連
合
町
内
会
長
Ｉ
子
供
か
ら
老
人
ま
で
気
軽
に
集

ま
り
、
煮
炊
き
出
来
る
自
治
会
館
の
大
き
い
も
の
、

中
学
校
区
に
一
箇
所
ぐ
ら
い
。

　
連
合
の
会
議
の
場
、
物
置
（
み
こ
し
、
テ
ン
ト
、
ボ
ー

ル
、
ゼ
ッ
ケ
ン
な
ど
の
置
き
場
、
六
畳
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
）

・
地
域
デ
イ
ケ
ア
―
介
護
者
も
ふ
く
め
五
十
人
ほ
ど

集
ま
れ
る
ゆ
っ
た
り
し
た
座
敷
が
ほ
し
い
。

・
地
域
作
業
所
、
学
童
保
育
所
―
専
用
施
設
ニ
ー
ズ

５
一
住
民
と
区
役
所

　
区
役
所
の
市
民
課
が
連
合
町
内
会
の
事
務
局
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
こ
の
区
役
所
で
も
同
様
で

あ
る
。
連
合
町
内
会
長
は
、
頻
繁
に
区
役
所
に
顔
を

出
し
、
年
間
百
回
以
上
に
も
お
よ
ぶ
会
合
が
招
集
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
。
い
わ
ば
、
地
域
の
運
営
に
関

係
す
る
こ
と
は
、
連
合
町
内
会
に
相
談
さ
れ
決
定
さ

れ
る
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
実
際
の
地
域
の
活
動
部
隊
は
、
四
、
五
十

代
の
女
性
が
中
心
で
、
例
え
ば
、
「
た
ま
り
場
」
活

動
は
保
健
婦
や
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
Ｍ

さ
ん
と
市
民
の
Ｎ
さ
ん
と
い
う
固
有
名
詞
の
か
か
わ

り
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
生
涯
学
習
の
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
さ
ん
を
中
心
に
展
開

し
て
い
る
が
、
区
役
所
の
市
民
課
と
の
か
か
わ
り
は
、

職
員
に
よ
り
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
時
点
で
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

　
い
わ
ば
、
自
主
的
な
活
動
は
、
シ
ス
テ
ム
よ
り
は
、

職
員
と
市
民
の
固
有
名
詞
の
関
係
で
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
個
々
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
自
主
的
活
動
と
の

か
か
わ
り
は
あ
る
も
の
の
、
区
役
所
内
部
で
地
域
の

情
報
を
相
互
に
交
換
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
、

キ
メ
細
か
い
情
報
を
把
握
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

①
―
「
こ
の
は
塾
」
の
活
動
と
区
役
所

　
区
役
所
の
調
整
係
が
実
施
し
て
い
る
「
水
と
緑
と

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
調
査
」
の
一
環
と
し
て
、
市
民

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
こ
の
は
塾
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
以
前
市

の
都
市
計
画
局
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
の
地
域
展
開
型
事

業
で
行
わ
れ
た
「
女
性
の
目
で
み
た
瀬
谷
区
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
や
、
区
役
所
の
声

か
け
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
市
民
が
中
心
と
な
り
、
区
内
を
散
策
し
な
が
ら
、

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
行
く
活
動
で
あ
る
。

　
　
「
こ
の
は
塾
通
信
」
が
発
行
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
も

企
画
さ
れ
る
な
か
で
、
参
加
人
数
も
増
え
、
ま
ち
へ

の
関
心
も
広
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
が
で
き

て
き
て
い
る
。
行
政
の
呼
び
水
的
な
事
業
か
ら
生
ま

れ
た
市
民
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
自
主

的
な
活
動
グ
ル
ー
プ
と
し
て
独
立
し
、
区
役
所
は
、

現
在
で
は
交
流
会
、
情
報
交
換
会
の
場
所
の
提
供
の

み
と
い
う
か
か
わ
り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
区
役
所
の
介
在
で
市
民
の
活
動
が

生
ま
れ
、
活
発
化
し
、
市
民
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ティータイム―区民会議経験者

　まちづくりを考える時、区民会議は必要だと思う。ただし、行政のすること、

住民組織のすることの整理が必要。現在は、住民側の苦情、行政の説明をそれ

ぞれ聞いている、という感じだが、住民同士がキャッチボールできるような形

が望ましいのではないか。司会の仕方によっては、可能だと思う。また、メン

バーも、特定のメンバーの集まりではない方向にかえていくことが必要だ。

　行政の委嘱委員も自治会・町内会を通して選んでいるが、公募性にしてみて

はどうか。

が
広
が
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
区
役
所
の
新
し
い
か
か
わ
り
が
生
ま
れ
、
ま
た
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
立
的
な
力
も
強
ま
る
。
区

役
所
の
新
し
い
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ

よ
う
。
Λ
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
文
章
　
中
川
久
美
子
Ｖ
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